
は
じ
め
に

　
平
成
十
九
年
六
月
二
十
六
日
（
火
）
、
長
岡
市
の
当
行
本
店

講
堂
に
お
い
て
、
第
一
〇
二
期
定
時
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
席
上
、
野
崎
國
昭
頭
取
か
ら
当
行
の
業
績
に
つ
い
て
、

「
不
良
債
権
の
最
終
処
理
を
徹
底
す
る
な
か
、
経
常
利
益
は

七
五
億
円
、
当
期
純
利
益
は
五
〇
億
円
と
な
っ
た
」
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
郵
政
民
営
化
や
団
塊
世
代
の
大
量

退
職
の
本
格
化
な
ど
経
営
環
境
の
さ
ら
な
る
大
き
な
変
化
に
即

応
し
つ
つ
、
『
利
便
性
向
上
』
と
『
顧
客
保
護
』
に
重
点
を
置

い
た
真
の
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
提
供
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い

る
」
と
の
環
境
認
識
に
も
と
づ
き
、
対
処
す
べ
き
課
題
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
野
崎
國
昭
頭
取
他
取
締
役
四
名
、
監
査
役
一
名
の

退
任
と
、
久
須
美
隆
新
頭
取
他
あ
ら
た
に
取
締
役
四
名
、
監
査

役
一
名
が
選
任
さ
れ
、
次
代
の
経
営
の
舵
取
り
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

＊

　
当
行
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
日
に
、
記
念
す
べ
き
節

目
と
し
て
の
創
業
一
三
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
行
が
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
十
年
間
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

後
の
構
造
変
化
と
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
構
想
な
ど
の
制
度
改
革
、

経
済
・
資
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
が
進
展
す
る
な
か
で
、
金
融

機
関
経
営
が
短
期
間
で
急
速
に
変
化
し
、
対
応
す
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
た
時
代
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
当
行
に
お
い
て
も
、
折
し
も
創
業
一
二
〇
年
を
過
ぎ
た
直
後

か
ら
不
良
債
権
問
題
が
顕
在
化
し
、
以
後
、
早
急
な
体
質
改
善

や
経
営
資
源
の
選
択
と
集
中
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、

こ
の
十
年
間
は
大
き
な
転
換
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
変
革
の
時
期
に
、
経
営
健
全
化
へ
の
道
筋
を
求
め
、
厳

し
く
、
き
つ
い
〝
泥で

い

濘ね
い

に
膝
を
没
し
な
が
ら
進
む
〞
道
程
を
経

て
、
今
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
出
発
し
ま
し
た
。

＊

　
こ
の
「
十
年
の
あ
ゆ
み
」
で
は
、
長
期
経
営
計
画
の
取
り
組

み
期
間
ご
と
に
大
き
く
六
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
、
そ
の
時
々

の
経
済
状
況
や
制
度
の
動
き
な
ど
と
併
せ
て
、
当
行
の
取
り
組

み
や
施
策
等
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

備
考
〈
参
考
の
た
め
に
〉
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